ルーター貸与申請（兼物品借用）書【2回目】
令和    年　　月　　日
国際文化学研究科長　殿
国際文化学部長　　　殿
ルーターの貸与を希望いたします。ルーター借用に際して別紙の借入事項を遵守いたします。
【ルーター貸与を希望する理由】
以下のいずれかの項目にチェックを入れてください。
□本人の学資を主として負担している者 (以下「学資負担者」という。これには申請者本人も含まれる。)が失職し、申請時において未就職であり金銭的に困窮しているため。
□申請前半年以内に、学資負担者が次のいずれかに該当し、金銭的に困窮しているため。
・不慮の事故又は急患
・勤務する会社等の倒産又は失職（会社経営者、自営業者が倒産・破産したとき等を含む）
・行方不明
□申請前半年以内に、「学資負担者」が死亡したため。
□申請前半年以内に、本人若しくは学資負担者が風水害・火事等の災害を受け、金銭的に困窮しているため。
□生活保護世帯であるため。
□学資負担者が申請時において長期療養中であり、金銭的に困窮しているため。
□本人が孤児であり、他からの援助がなく、金銭的に困窮しているため。
□大規模自然災害として学長が認めた災害で、学資負担者が被災し、収入が減少し、若しくは損害を受けたため。（具体的な災害名については、「大規模自然災害により被災した学部・大学院入学志願者の検定料免除について（http://www.office.kobe-u.ac.jp/stdnt-examinavi/admission/admission01/topics/kentei_saigai2019.html）」をご確認ください。）
□新型コロナウイルス感染症流行の影響により、学資負担者の収入が大幅に減少し、金銭的に困窮しているため。
新型コロナウイルス感染症流行前と比べて【　　　】％収入が減少した。
※【　】内に減少した％を記入してください。
※ 現在の経済状態について、以下の【　】内に詳述してください（行数自由）。  【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
※貸与できるルーターの数は１人につき１台、合計5台までです。ご了承ください。
申請者（被貸与者）※国際文化学研究科正規学生、研究生、国際文化学部生のみ対象
	入学年度
	　　　　　　　年度

	専攻・コース
	　博士前期課程／後期課程　　専攻　　　　　コース

	学籍番号
	

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(フリ),氏)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ガナ),名)
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	住所
	〒　　　－


	電話番号
	携帯電話　　　　　　　　　　　　　

	メールアドレス
	

	全学での申請
	☐全学でのルーター貸与申請にも申請中です（該当する場合のみチェックを入力）


保護者等
	保護者等氏名
	

	住所
	〒


	電話番号
	携帯電話　　　　　　　　　　　　　　固定電話


	大学使用欄
	管理
番号
	教務学生係

	
	
	受付年月日
	担当者印

	
	
	
	


別紙
借入事項
１．被貸与者の貸与期間は令和2年8月25日までとし、遅滞なく国際文化学研究科教務学生係へ返却するものとする。なお、自宅待機が解除されたり対面授業に変更されたりした場合には、期間内であっても返却を求めることがある。
２．被貸与者は、その貸与を受けた時から貸与機材について保管管理等の義務を負い、盗難・破損等の事故が生じたときは、生じた損害について、すべての責任を負うものとする。
３．被貸与者は、貸与機材についてハードウェアに一切の変更を加えてはならない。また、ソフトウェアのインストール、削除などの変更を加えてはならない。
４．被貸与者は、貸与機材をいかなる形態であれ、他者の利用に供してはならない。
５．被貸与者は、貸与機材をいかなる形態であれ、担保物件としてはならない。
６．被貸与者は、貸与機材を学修以外に使用してはならない。
７．被貸与者は、貸与機材について大学管理者の指示がある時は、その指示に従わねばならない。また休学、退学、自己でルーターを購入するなど貸与理由が消滅した時は、直ちに返却しなければならない。
８．被貸与者は、上記に掲げる事由によって生じた損害については、金銭その他による賠償の責任を負うものとする。
